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資料︓農林⽔産省「農業経営統計調査 農産物⽣産費統計（個別経営体）」（組替集計）
注︓経営耕地⾯積50ha以上かつ10a当たり資本利⼦・地代全額算⼊⽣産費に対する「賃借料及び料⾦」の割合が50％以上の経営体を除いた個別経営体の数値である。

認定農業者
15ha以上50.0ha以上30.0〜50.020.0〜30.015.0〜20.010.0〜15.05.0〜10.03.0〜5.01.0〜3.00.5〜1.00.5ha未満平均（単位︓円/60kg）

11,35010,22011,02911,88111,32112,40213,54215,04117,31821,82127,54415,944全算⼊⽣産費

7,2266,6957,1187,5427,1578,0688,5829,45110,65713,13316,1989,889物財費

2803143283132154283373914789121,007482種 苗 費

1,3891,3601,2961,4921,3351,3661,5591,6161,4641,6071,6911,509肥 料 費

8438608238518469319509729941,0811,110968農薬剤費

622620593649609605580757733797782691光熱動⼒費

243159195232297275240271254216227248その他諸材料費

434202460410500513562495487468379485⼟地改良・⽔利費

5164404454706258221,0539161,5412,7753,3841,363賃借料及び料⾦

12997121114154159140185276383615234租税公課

3373343814332302813633444786181,265457建物費

1961852162111791942113204718421,098411⾃動⾞費

2,1892,0642,2232,3162,1182,4432,5393,1213,4253,3834,5672,987農機具費

486037514951486356517354⽣産管理費

2,4752,1612,2562,5902,5522,6103,1643,7834,6106,6228,6664,149労働費

1,8801,0091,5711,9942,1522,3662,8443,5034,3266,3368,3463,802家族労働費

5951,152685596400244320280284286320347雇⽤労働費

9178391,1768968251,018857662324187145604⽀払地代・⽀払利⼦

1,1137898231,2931,1591,0291,2321,4611,9812,1742,7651,605⾃⼰資本利⼦・⾃作地地
代

381264344440372323293316254295230303（副産物価額）

51351450149953752950449649647747049910a当たり収量（単位︓kg）

（注）
（注） （注）
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参－① 令和５年産⽶の作付規模別⽣産コスト（全国平均・60kg当たり）
 作付規模の拡⼤に伴い、⾃ら作業を⾏うことによる賃借料及び料⾦の減少、機械１台当たりの稼働⾯積の増加による農機具費の

減少、作業効率の向上による労働時間の短縮等により、⽣産費は⼤幅に縮減している。



すき込み
4,407千トン
（66.5％）

堆肥
312千トン
（4.7％）

マルチ
135千トン
（2.0％）

粗飼料
473千トン
（7.1％）

畜舎敷料
170千トン
（2.6％）

不明
992千トン

（15.0％）
焼却

82千トン
（1.2％）

その他
9千トン

（0.1％）
廃棄

39千トン
（0.6％）

堆肥
356千トン

（27.1％）

床⼟代替
26千トン

（2.0％）
マルチ

46千トン
（3.5％）

暗渠資材
132千トン

（10.0％）畜舎敷料
249千トン
（18.9％）

加⼯
1千トン

（0.1％）
燃料

4千トン
（0.3％）

くん炭
44千トン

（3.4％）

廃棄
129千トン
（9.8％）

焼却
5千トン

（0.4％）

すき込み
24千トン

（1.8％）

不明
294千トン

（22.3％）

その他
５千トン

（0.4％）

○ 稲わらの発⽣総量と内訳（令和５年産） ○ もみがらの発⽣総量と内訳（令和５年産）
発⽣総量︓6,626千トン 発⽣総量︓1,315千トン

（出典）農林⽔産省調べ
※１ 回答のあった県の集計値のため、実際の発⽣総量・内訳の正確性を担保しない。
※２ 各⽤途の数値は千トン単位で記載しているため、合計が発⽣総量と合わない場合がある。
※３ 各⽤途の割合は四捨五⼊により算出しているため、合計が100％にならない場合がある。

参－② 稲わら、もみがらの発⽣状況
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令和５年度『稲作農業の体質強化に向けた超低コスト産地育成事業』 取組事例
 事業実施主体︓愛知県⽶トータル⽣産コスト低減対策協議会

（県、４市町村、JA、農業者（５経営体） 等）

コスト低減効果︓R２年度 14,082円/60kg
⇒ R５年度 11,019円/60kg（▲3,063円/60kg）
 主な取組内容【R５年度】 （取組２年⽬）

⽣産コスト低減の検討、成果普及に係る取組
低コスト⽣産のための改善検討会の開催、取組成果報告会の開催

⽶の⽣産コスト低減により、
● 主⾷⽤⽶の⽶価変動に耐え得る⽣産
● 輸出等の新市場開拓⽤⽶の可能性を拡⼤

⽣産コスト分析、⼈材育成に係る取組
コンサルタントによる
 コスト・経営分析
 コスト低減・経営改善指導研修

⽣産者の
コスト意識向上

●⽔稲作付⾯積︓148ha（R5年度）

技術実証に係る取組

『V溝直播＋⽌⽔板＋⽔位センサー＋⾃動給⽔装置』
⇒育苗時間削減、作期分散による⽣産性向上、

⽔管理⾒回り回数減少による労働費の削減
（慣⾏︓3.9回/週 ⇒ 設置後︓1.7回/週）

『AgriLook（⽣育予測診断システム）＋衛星画像診断』による適所施肥
⇒⽣育不良圃場の把握により、追肥ほ場では、単収が向上

コシヒカリ 追肥なし︓466㎏/10a、追肥あり︓528㎏/10a
あいちのかおり 追肥なし︓565㎏/10a、追肥あり︓640㎏/10a

■今後の課題
主⾷⽤⽶の⽣産を集約し、他作物の⽣産を拡⼤

 事業実施主体︓佐賀県産⽶⽣産コスト低減対策協議会
（県、３市町、農業者（５経営体） 等）

●⽔稲作付⾯積︓73ha（R5年度）※中⼭間地を含む

コスト低減効果︓R４年度 13,294円/60kg
⇒ R５年度 12,313円/60kg（▲981円/60kg）

技術実証に係る取組
『ドローン播種』

⇒種まき、育苗、苗移動、⽥植え時間の削減
（慣⾏︓228分/10a ⇒ 実施後︓55分/10a）

『⽔位センサー』
⇒⽥植え前⽔管理、⽥植え後⽔管理時間の削減
（慣⾏︓150分/10a ⇒ 実施後︓37.5分/10a）

『ラジコン草刈機』
⇒堤、畦畔の草刈り時間の削減
（慣⾏︓40分 ⇒ 実施後︓28分）

『ロボットトラクター』
⇒トラクター作業時間の削減
（慣⾏︓90分/10a ⇒ 実施後︓45分/10a）

 主な取組内容【R５年度】 （取組１年⽬）

⽣産コスト低減の検討、成果普及に係る取組
低コスト⽣産のための改善検討会の開催、取組成果報告会の開催

⽣産コスト分析、⼈材育成に係る取組
コンサルタントによる
 コスト・経営分析
 コスト低減・経営改善指導研修

⽣産者の
コスト意識向上

参－③ 令和５年産⽶の作付規模別⽣産コスト（全国平均・60kg当たり）
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○都道府県別の⽔稲⽣産状況（令和６年産）

出典︓作付⾯積、⽣産量、単位収量については「2024年（令和６年）作物統計調査」、販売⽬的の経営体数、作付⾯積等については「2020年農林業センサス」

○販売⽬的の経営体の⽔稲⽣産状況（令和２年産）

北海道 95,000 562,400 592 571 滋賀 28,400 146,800 517 518 北海道 10,843 103,241 9.5 滋賀 12,916 29,112 2.3

青森 42,400 264,200 623 607 京都 13,600 71,700 527 510 青森 17,607 41,613 2.4 京都 10,934 10,934 1.0

岩手 45,500 258,900 569 544 大阪 4,290 20,700 483 495 岩手 27,272 49,920 1.8 大阪 4,503 2,152 0.5

宮城 62,800 366,100 583 547 兵庫 34,000 166,900 491 501 宮城 25,223 67,233 2.7 兵庫 30,471 29,026 1.0

秋田 84,200 490,000 582 577 奈良 8,000 42,100 526 513 秋田 25,960 86,459 3.3 奈良 7,960 5,618 0.7

山形 60,800 354,500 583 603 和歌山 5,680 28,700 506 503 山形 20,236 63,002 3.1 和歌山 6,076 3,397 0.6

福島 62,700 356,800 569 553 鳥取 11,800 59,200 502 514 福島 34,031 63,411 1.9 鳥取 11,109 10,715 1.0

茨城 62,500 338,800 542 527 島根 15,900 80,300 505 514 茨城 32,742 52,323 1.6 島根 12,228 15,055 1.2

栃木 53,000 286,200 540 540 岡山 28,000 142,800 510 526 栃木 26,788 52,496 2.0 岡山 23,050 22,904 1.0

群馬 14,300 71,400 499 498 広島 20,600 108,400 526 528 群馬 9,795 11,997 1.2 広島 15,190 17,663 1.2

埼玉 29,600 140,900 476 494 山口 16,800 86,200 513 504 埼玉 17,652 25,260 1.4 山口 11,587 16,595 1.4

千葉 50,600 287,900 569 544 徳島 9,890 46,500 470 474 千葉 23,672 45,414 1.9 徳島 9,355 7,826 0.8

東京 107 443 414 414 香川 9,820 48,200 491 496 東京 253 135 0.5 香川 12,682 9,254 0.7

神奈川 2,840 13,700 481 494 愛媛 12,700 63,800 502 498 神奈川 3,229 1,831 0.6 愛媛 10,648 9,105 0.9

新潟 116,200 622,800 536 542 高知 10,300 46,700 453 456 新潟 39,425 113,671 2.9 高知 6,990 6,833 1.0

富山 35,000 189,000 540 547 福岡 32,600 152,200 467 491 富山 11,111 35,891 3.2 福岡 19,704 30,042 1.5

石川 22,300 116,200 521 523 佐賀 22,400 113,100 505 519 石川 8,376 23,160 2.8 佐賀 9,216 23,772 2.6

福井 23,500 124,800 531 519 長崎 9,420 45,900 487 485 福井 9,179 23,430 2.6 長崎 10,771 7,635 0.7

山梨 4,680 25,000 534 542 熊本 29,700 153,300 516 513 山梨 4,036 2,427 0.6 熊本 25,204 32,885 1.3

長野 30,300 187,900 620 619 大分 18,000 88,400 491 499 長野 25,380 24,048 0.9 大分 13,603 15,171 1.1

岐阜 21,100 101,900 483 485 宮崎 14,500 69,700 481 496 岐阜 13,912 16,293 1.2 宮崎 12,357 11,035 0.9

静岡 14,500 70,200 484 518 鹿児島 17,100 80,400 470 485 静岡 9,679 10,535 1.1 鹿児島 10,893 11,585 1.1

愛知 26,200 130,200 497 502 沖縄 599 1,950 326 312 愛知 15,027 20,149 1.3 沖縄 202 348 1.7

三重 24,900 120,800 485 500 全国計 1,359,000 7,345,000 540 537 三重 14,632 22,951 1.6 全国計 713,709 1,285,551 1.8

経営体数
作付面積

（ha）
平均作付

面積(ha)

都道
府県

販売目的の経営体
都道
府県

販売目的の経営体

経営体数
作付面積

（ha）
平均作付

面積(ha)

都道
府県

作付面積
（ha）

生産量
（トン）

単位収量
（kg/10a)

平年収量
（kg/10a)

単位収量
（kg/10a)

平年収量
（kg/10a)

都道
府県

作付面積
（ha）

生産量
（トン）
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